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骨移植や大規模骨造成はやりたくない

萎縮した歯槽堤に対する低侵襲・短期間のインプラント治療

4S-conceptに基づいた
低侵襲インプラント治療ははこれだ！

咬合を紐解く 第 7回 欠損補綴としてのインプラント

効率的で予知性のある歯の移植法
アルベオシェイバー・3Dレプリカ・VR・3D printing model・サージカルガイド・ARを用いた歯の移植
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咬合の科学 シリーズ連載

長期症例

　患者が骨移植や骨造成をやりたくないと思っていることは明らかであり、患者目線で考えれば、骨
移植や骨造成などを避けた低侵襲で短期間のインプラント治療を目指すことが、特に超高齢社会であ
る日本においては今後の課題であると考える。
　本特集では骨移植や大規模な骨造成が必要とされてきた様々なタイプの萎縮歯槽堤に対して、シン
プルに低侵襲で短期間治療を行った症例を供覧しながら筆者の視点を解説したい。（本文より一部抜粋）
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特集

若年者の先天性欠如による不正咬合の治療とその後の 30年の経過報告

歯の移植

HPでは本誌の内容が
立ち読みできます。

定価：9,724円
（本体 8,840円 +税 10％）


